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要   旨

無 農 薬 栽 培 を長 期 継 続 した谷 津 田 に お け るイ ネ ク ロカ メ ム シ の発 生 実 態 を調 査 した .畦 畔 か

ら 2m程 度 の範 囲 内 の イ ネ ク ロカ メ ム シ を飛 び 込 み 初 期 か ら 1か 月 間捕 殺 す る こ とで ,そ の 後 の

密 度 抑 制 や 収 量 の 向 上 が 期 待 で き る .越 冬 場 所 は 圃 場 周 囲 の 雑 木 林 や 堤 防 等 に広 範 囲 に分 布 し

て お り,人 工 物 の 下 も越 冬 場 所 とな る こ とが あ る 。本 田へ の飛 び 込 み は ,6月 下旬 か ら 7月 中旬

ま で だ らだ ら続 き ,南 面 の暖 か い斜 面 ほ ど飛 込 み が 早 く,越 冬 場 所 か ら 100m以 上 は なれ た 場 所

へ 移 動 す る場 合 も あ る。施 肥 区 で は 無 施 肥 区 よ リイ ネ ク ロカ メ ム シ の 飛 び 込 み 量 が 多 くな る .

キ ー ワー ド :谷 津 田 ,有 機 栽 培 ,イ ネ ク ロカ メ ム シ ,越 冬 ,飛 び 込 み

1.緒 言

愛媛 県農林水産研 究所 内の水稲 有機 栽培 圃場 (A

l号 田 ;面 積 19a)は ,昭 和 58年 に設置 され て以来 ,

28年 間無農薬栽培 を継続 して い る .周 囲が雑木 林

や た め池 堤 防 に囲 まれ た谷 津 田で あ る こ とか ら ,

農 薬 を使 用す る慣行 水 田 とは異 な る生態 系 が構 築

され てい る .

この 圃場 で特筆 され る害 虫は ,イ ネ ク ロカ メム

シ (Scο ′J4ορんοrα ′げ jグα)で ある .イ ネ ク ロカ メ

ムシは ,成 虫が真 黒 色 で別名 黒椿 象 といわれ (内

田,1986),昭 和 30年 頃 までは水稲 の重 要害 虫で

あ つた 。越 冬成 虫に よる水稲 の生育初 期 の被 害 が

大 き く,被 害葉 は黄 変 して しおれ ,分 げつ の 中心葉

が枯 れ る心枯れや ,出 す くみ穂 等 の症 状 が発 生す

る (農 文 協 ,1987)。 内 田は ,薬 剤 以外 の防除対策

と して ,孵 化 当初 の家 鳴 を放飼 して駆 除す るの が

最 も良い と してい る。近年 では ,殺 虫斉Jの 普及 に よ

り,一 般 の水 田では ほ とん ど見 られ な くな つてい

た。 しか し最近 ,一 般 の水 田で も低農 薬 栽培 が広

ま つた こ とに よ り,再 びイネ ク ロカ メム シの発 生

が増加 し,現 在 では愛媛 県病 害 虫防除指針 に掲載

され てい る。

イネ ク ロカ メムシは ,成 虫の状態 で冬 を越 し,越

冬成 虫が 6月 か ら7月 頃 まで水 田に飛 来 し,本 田で

世代 を交代 ,冬 季 は新成 虫が周辺 の雑木林 ,松 林 ,

草む らや 落 ち葉 の下 な どで越 冬 し,生 態 を繰 り返

す (農 文 協 ,1987)。 今 回 ,無 農薬栽培長期継続 田

でイネ クロカ メムシの発 生実態 を調査 した ところ ,

越 冬方法 ,本 田へ の侵 入 時期お よび移 動 距離 等 に

新 たな知見が得 られ たので報告す る。

2.材 料 お よ び 方 法

2.1耕 種概要

調 査 圃場 は水稲布 マル チ 直播栽培 圃場 で ,耕 種

概 要 は次 の通 りで あ る。調査 圃場 の平 面図 を図 1に

示す .

2010年 4月 30日 に油 かす で施肥 し,極 表層 を管

理機 で耕 起後 ,5月 6日 に コシ ヒカ リ種子 を 2枚 の

不織布 で は さんだ布 マル チ (丸 三産業株 式会社製 )

を敷設 した 。布 マル チ の ロール幅 は 110cmで ,4kg/

10a相 当量 の種 子 が ロール ヘ 25 cm間 隔 に 4条 筋蒔

きで封入 され てい る。
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そ の後緩 や か に入水 し,3～ 5cm程 度湛 水 した水

田に布 マル チ を浮 かべ た .約 10日 後 に出芽そ ろい

とな り,5月 26日 に落水・着 土 した。6月 14日 に

再入 水 し,7月 1日 か ら 7月 16日 まで 中干 しした。

7月 16日 に油 かす で穂肥 を施 用 し,9月 10日 に収

穫 した。一年 を通 じて除 草剤 や殺 虫殺 菌剤 は使 わ

なか つた .

施 肥 は ,図 1の Aブ ロ ック とDブ ロ ックには ,窒

素成 分 で基肥 を 10aあ た り3kg,6kg,9kg施 用 区を

配置 した。B区 は無施肥 区 と した。C区 とE区 は基

肥 に窒素 3kg施 用 した。

2.2越 冬調査

2010年 3月 28日 に調 査 圃場 の周辺 21か 所 か ら ,

守屋 (2005)の 方法 に準 じ,調 査地 点 1か 所 につ き

林床 落葉 を容 量 10Zの ポ リバ ケ ツに 3杯 分 と り,合

計約 30Zを 1サ ンプル と して ビニル袋 にいれ ,調 査

地 か らす べ て持 ち帰 り,ハ ウス内で手作 業 で越 冬

成 虫 を直接選別 した .

2.3発 生期 の本 田への飛 び込み量調査

雑 木 林 (南側)

図 1 調 査 圃場 見取 り図

(注 )調査圃場面積は 19a.Aお よびDは各 50m,Bお よび Eは各 20m,Cは 40m)

2010年 6月 21日 か ら7月 15日 まで ,圃 場 の周 囲

を Aか らEま での 5つ のブ ロ ックに分 け (図 1),畦

畔 か ら約 2mの 範 囲か らイネ ク ロカ メムシを採取 し

数 え,そ の後捕殺 した 。調査 は ,6月 21日 か ら7月

5日 まで は毎 日,以 降 は 2日 に一 回実施 し個体数 を

調査 した。また ,7月 16日 に圃場 内すべ てか らイネ

ク ロカ メムシの全個体数 を調査 した。

調査 に伴 う捕殺 の効果 を確認 す るた め,7月 20日

か ら 9月 1日 の間で 5回 ,隣接 す る無農薬無化学肥

料栽培 水 田 (A2号 田 ;27a)と ともに ,イ ネ ク ロカ

メムシの成 虫 と幼 虫の発 生状況 を調 査 した。なお ,

A2号 田で は ,5月 28日 に 30 cm× 2 7 clllで `コ シ ヒ

カ リ'稚苗 を移植 し,9月 2日 に収穫 した。

また ,水 稲 の葉 色 と捕 獲 虫密 度 との関係 を見 る

た め,水 稲 の葉色 を 2週 間毎 に葉色板 で測定 した。

2.4イ ネ ク ロカメム シの移動量調査

赤 ま た は黄色 のペ ンキでイ ネ ク ロカ メムシ を各

50頭 着 色 し,2010年 6月 27日 に図 1の ● に赤 を ,

○ に黄 をそれ ぞれ放飼 した。2.3と 同様 ,7月 16日

まで圃場 内 の各 ブ ロ ックにお いて再捕 獲 し,そ の

個体数 を調査 した .
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3 結 果 お よ び 考 察

3.1越 冬調査

本 田の主要 害 虫で あ るイネ ク ロカ メム シの越 冬

場所 を特 定す るた め,圃 場 周辺 の林床 や サ サ等 の

落 ち葉 を集 め ,生 息数 を 3月 28日 に調査 した (表

1).21か所 のカヤや雑木林 の落葉 か ら,イ ネ ク ロ

カメムシ lo頭 の越 冬個体 (死 虫を含む )が 見つ か つ

た。調査 圃場 は ,三 方 を雑木 林や た め池 の堤 防 に囲

まれ てい る こ とか ら,周 辺 の雑木林や ササ ,ス ス キ

等 が越 冬場 所 となつてい る こ とが確認 で きた .し

か し,前 年 の調 査 圃場 での生息数 は 7月 下旬 か ら 8

月 中旬 で 10～ 12頭 /m2(武 智 ,未発 表 )で あ る も

のの ,3月 の圃場周辺 の越 冬個体 の確認数 は極 めて

表 1 調査圃場周辺でのカメムシ類の越冬個体数

少 なか つた 。この こ とか ら,越 冬場所 はかな り広範

囲 に分布 してい る こ とが推 察 され た。また,こ の 圃

場 の畦畔 には雑 草 を防 ぐ 目的で防草 シー トを張 つ

てい る。部分 的 に,こ のシー トの下で多数 のイネ ク

ロカ メム シ を発 見 した こ とか ら,人 工物 の下 な ど

も越冬場所 となってい るこ とが考 え られ た .

3.2本 田生育期 での飛 び込み量調査

イネ ク ロカ メム シの本 田へ の飛 び込 み量調 査 で

は ,網 羅 的 に調査 した .調 査期 間の総捕獲数 は ,約

13,000頭 で あ つた (表 2).

本調査 で は畦畔 か ら約 2mの 範 囲 を重点的 に,6
月 21日 か ら 7月 5日 までは毎 日調査 し,7月 15日

までは 1日 お きにイネ ク ロカ メム シを採 取 し,そ の

地点数
イネ クロカメムシ イネ クロカメムシ

(生 虫 )

チャバネ アオカ メムシ マル カ メム シ その他 カメム シ類
(死 虫 )

1

2

0

4

0

0

1

1

0

12

8

1

雑木林 (北 側 )

雑木林 (南 側 )

池堤 防

表 2 調査圃場でのイネ クロカメムシの総捕獲数

計

6/21～ 7/15

7/16

3,706

937

829

147

3,689

591

1,746

539

927

25

10,897

2,239

期 間計 4,643 976 4,280 2,285 952 13,136

面積 (m2)

密度 (頭 /m2)

500

9.3

200

4.9

580

7.4

500

4.6

120

7.9

1,900

6.9

注 :6月 21日 から7月 5日 までは畦畔から約 2mの範囲について調査 .

7月 16日 は区の全範囲を調査 .
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図 2 イネ クロカメムシの本 田への飛び込み量
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個 体数 を調 査 した。イネ ク ロカ メム シの計数 後 は

直 ちに捕殺 した .イ ネ ク ロカ メム シの越 冬成 虫は ,

最 初 は越 冬地 に近 い畦 畔 にお り,夜 間 に活動 し日

中は株 元 の茎 の間 に潜 んでい る (農 文協 ,1987).

本 調査 中の観 察 で も,畦 畔 際の株 元 にそ の多 くが

棲 息 し,畦 畔 か ら離 れ るにつれ個 体数 は減 り,約
2m圃 場 の内側 に入 つた ところでは個体数 は極 めて

少 なか った .こ のた め,こ の範 囲 を重 点的 に調査す

る こ ととした .

7月 5日 までは毎 日調 査 した こ とか ら 日々の実数

を ,翌 日か らは 1日 お きに調査 した こ とか ら,そ の

平均 を表示 した (図 2)。 6月 29日 が 1,200頭 と特

異 的 に高 く,次 いで 6月 23日 ,25日 お よび 7月 6日

か ら 11日 が 1日 当た り600頭前後 と高 か った。

7月 15日 までは圃場 での捕獲数 は 1日 平均 454頭

で あつた。7月 16日 の全 面調査 では 2,239頭 捕 獲 し

た こ とか ら,こ の時の本 田中央部 で生雇、す るイネ

ク ロカ メム シの個体数 は 1,785頭 で あ り,こ の時の

棲 息密 度 は圃場周辺部 で 1.3頭 /m2,圃 場 中央部 で

0。 1頭 /m2と 推 定で きた .

畦畔 か ら2m以 上離れ た本 田中央 部 に生虐、す るイ

ネ ク ロカ メム シは ,周 辺 の雑木 林 等 か ら直接飛 び

込 んだ か ,一 度 ,畦 畔近 くの水稲株 に飛 来 し,そ の

後 中央部へ移動 した もの と考 え られ るが ,全 面調

査 の前 日に も畦畔 か ら約 2m以 内の範 囲のイネ クロ

カ メム シは全 て捕殺 して い る こ とか ら,中 央 部 の

イネ ク ロカ メム シの多 くは調 査期 間 中 に周辺 の雑

木 林 か ら飛 び込 み定着 した か ,全 面調査 前夜 に直

接飛 び込 んだ もの と考 え られ る。なお ,個 体数調査

で は調査範 囲の株 元 の茎 を広 げなが らイ ネ ク ロカ

メム シ を採 取 してい るた め ,こ の 中に死 虫数 も含

まれ るが ,交 尾個 体や卵 は 7月 中旬 頃 か ら観 察 され

た こ とか ら,調 査期 間 中は越 冬成 虫の 自然 死 亡個

体 は少 なか った と思 われ る。以上 の こ とか ら,調 査

した 25日 間で ,イ ネ ク ロカ メム シを畦畔 か ら2mの

範 囲内で H,351頭 (全 体 の 86%)捕 獲 で き,本 田

中央部 で 1,785頭 (全 体 の 14%)捕 獲 した こ とか ら ,

イネ ク ロカ メム シは越冬場所 か ら畦畔近 くの水稲

へ飛 来す る確 率 は非 常 に高い こ とが明 らか とな っ

た .

また ,イ ネ ク ロカ メムシの飛 び込 み初期 に畦 畔

の近 くを集 中的 に防除す るこ とは効 率的 防除 につ

なが る もの と思 われ る。そ こで ,本 調査期 間後 にお

けるイネ ク ロカ メム シの成 虫お よび幼 虫別 に発 生

の推移 を,Al号 田 と隣接す るA2号 田での発 生推移

とともに示 した (表 3)。 両水 田 とも,7月 下旬 には

第 1世 代幼 虫が出現 し,9月 初旬 にそ の多 くが成 虫

となつた .A2号 田は稚苗移植 の無農薬 無化 学肥料

栽培 水 田で飛 び込み成 虫の捕 殺 を行 つてい ない も

のの ,7～ 8月 の生虐、密 度 はAl号 田の 2倍 程 度 で あ

り,9月 で は両水 田で同 じであ つた .収 量 は,Al号
田で は 348kg/10a,A2号 田で は 301kg/10aで あつ

た。これ らの こ とか ら,イ ネ ク ロカ メムシの飛 び込

み初期 の 1か 月間に畦畔 の近 くを集 中的に捕殺す る

こ とは ,そ の後 の密度抑制 に一 定の効果 が あ り,収

量 の向上 に寄与す る もの と思 われ た .し か し,9月

の生虐、密 度 に差 がない こ とか ら,新 成 虫は収穫 ま

で水 田に と どま って い るので はな く,水 稲 の生 育

期 間 中 も圃場 を越 えて移動 してい る こ とが推 察 さ

れ た。

一般 に ,イ ネ ク ロカ メムシの飛 来最盛期 は 6月 下

旬 か ら7月 上旬 とされ 、8月 になつて も飛 来 が続 く

とされ てい る (農 文協 ).本 圃場 で も 6月 下旬 か ら

7月 中旬 までだ らだ ら飛 び込み が続 いてい るよ うに

見 られ た (図 2).そ こで ,気 温 とイネ クロカ メムシ

の飛 来量 との関係 をみ る こ ととした。松 山気象 台

のア メダスデー タを用 いて ,気 温 と飛 び込 み数 量

との関係 を図 3に 示 したが ,平 均気 温や最 高 0最 低

気温 との間に関係 はみ られ なか つた。

そ こで ,ブ ロ ック別 に捕獲数 の時期別 割合 を求

めてみ た (表 4).Bと Cで は 6月 末 まで に 58か ら

62%が 捕 獲 され てお り,一 方Dで は 6月 末 まで に26

表 3 飛び込み調査に伴 う捕殺後のイネクロカメムシ成虫・幼虫の発生推移 (頭 /m2)

7月 20日

成 虫   幼 虫

7月 30日

成 虫   幼 虫

8 E IO E

F!H. AE
8E2OE gEIE

FtS, th t.* FiS, thF^

Al号田

(捕 殺有 り)

A2号田

(捕 殺無 し)
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R2=0.043

調査期 間 中の水稲 の葉色 は ,6月 30日 には NOで

高 く,他 の施肥 区はほぼ同 じであつた 。7月 15日 は

N9以 外 はいずれ も葉色 が低 下 し,NOと N9で 高 く ,

N3と N6で低 か った (図 4).調 査期 間 中の捕獲 虫

密度 は,NOで 低 く,施 肥 区では NOの 3倍 程度 高

か つた (図 5).

NOで は葉色 が濃 いが捕獲 虫密 度 は少 な く,N3か

らN9の 範 囲で あれ ば施肥量 と関係 は明 らか にな ら

なか った。NOで は生育 が小 さいため見 か けの葉色

が濃 か つた もの と思 われ た .肥 効 と虫数 との関係

には ,株 相 の繁 茂度や イネ体 のや わ らか さとか ,体

内汁液 の うま さ,吸 いやす さとか が関係 す る とい

われ てい る (農 文協 ,1987)。 今 回 の調査で は ,施

― N0

-N3
-N6
0N9

11日 7月 1日   7月 21日

月     日

8月 10日   8月 30日

図 4 施肥量 と葉色の推移

NO    N3    N6    N9

施肥量

施 肥 量 と調 査期 間 中の捕 獲 虫 (積算 )の 密 度

表 5 放飼 したイネ クロカメムシの再捕獲数

A B C D E計

赤カメ 捕獲数   3  7  12  0  0  22

害J合 (%)6% 14% 24%  0%  0% 44%

黄カメ 捕獲数   1  0  0  0  1  2

割合 (%)2% 0% 0% 0% 2% 4%
赤カメは赤に着色 した個体.黄カメは黄色に着色した個体.6月 27日
に放飼 し,7月 16日 までに調査圃場で再捕獲 した数を示す。

0茄
22  24   26   28   30   32   34

最高気温 (℃ )

R2=0.003

（
皿

＼
懸
）
無
日
選
無

淵|

:::|

1811
0売

24 26 28

R2=0.050

1,400
1,200
1,000
800
600
400
200

22      23     24

最低気温 (℃ )

図 3 調査期間中の気温 と捕獲虫数 の関係

表 4 ブ ロック別 にみた捕獲数 の時期別割合

期  間

6/21～ 7/1

7/2～ 7/15

A    B    C    D

40%   58%   620/0   26%

600/0   42%   380/0   74%

E

44%

56%

%し か捕獲 され てい ない :Bは 日当た りの良い雑木

林 で あ り,Cは 日当た りの良いた め池 の堤 防 で ,ス

スキの刈 り払 い な どの管理 も良い。この こ とか ら ,

これ ら暖 かい場 所 で は越 冬個 体 が早 くか ら活 動 を

開始 した もの と考 え られた 。一方 ,A区や D区 の横

は雑木林 で あ る。林床 の落 葉 下は 日陰で温度 の上

昇 が堤 防 よ り遅れ ,特 にD区 は北東 向きの斜 面 で あ

る こ とか ら,飛 来 ピー クが遅 くな った もの と考 え

られ た。

次 に,施 肥 量お よび葉色 とイネ ク ロカ メム シの

飛来 量 との 関係 につ いて,A区 の施 肥 区 とB区 (無

肥料 区 )か ら検討 した。水稲 の生育期 間 中にお け る

各施 肥 量 区の葉色 の推移 を図 4に ,施 肥量 と捕 獲 虫

密度 との関係 を図 5に 示 した。A区 とB区 は圃場 内

で横 並 び に あ るので ,圃 場横 の同 じ南 向 き斜 面 の

雑木林 (北 側 )か ら飛 来す る個 体 が多い と考 え られ

る.D区 は A区 と同 じ施肥 区を有す るが,A区 とは

逆側 に あ るた め北東斜 面の谷 の雑 木林 (南 側 )か ら

飛来す る個 体 が多 い と考 え られ たので ,今 回 はA区

とB区 で比 較 した。

J

熙

２

月

↑
日
ヽ
唇
）
燃
却
留
熙
無

図 5

平均気温 (℃ )
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無農薬栽培を長期実施 した谷津田におけるイネクロカメムシ (■ο′′′″乃ο
“

ル/′あ)の発生実態

肥 区の捕 獲 虫密度 はNOの それ に比 べ多 か った .以

上 の こ とか ら,今 回 の調査 では施肥 量や葉 色 とイ

ネ ク ロカ メ ム シの飛 び込み量 との関係 は明 らかで

はなか つた が ,越 冬場所 か らの条件 (距 離や斜 面の

方 向 )が 同 じで あれ ば ,施 肥 区では無施肥 区 よ リイ

ネ ク ロカ メ ム シの飛 び込 み量 は多 い こ とが示 され

た .

3.3イ ネ ク ロカ メム シの移 動量調査

ペ ンキで着色 したイ ネ ク ロカ メムシ を調査 圃場

の周辺へ 6月 27日 に放飼 し,7月 16日 まで に調査

圃場 で再捕 獲 した数 を表 5に 示 した 。赤色 に着色 し

たイネ ク ロカ メムシ (以 下赤 カ メ)は 22頭 (44%)

が再捕 獲 され た が ,黄 色 に着 色 したイネ ク ロカ メ

ムシ (以 下黄 カ メ)は 2頭 (4%)と ,赤 カ メの 10

分 の 1で あ つた。

赤 カ メは ,放 飼 した個体 の44%が 再捕 獲 され ,し

か も放飼 場所 に近 い C,Bま た はA区 で確認 され て

い る。この こ とか ら,イ ネ ク ロカ メムシの越 冬成 虫

は越 冬場所 に近 い水稲 へ移 動 また は飛 来す る確 率

は高 い もの と考 え られ た .

一方 ,黄 カ メは ,放飼 場所 か ら遠 い Eと Aで 各 1

頭 (合 計 で 4%)捕 獲 され た。調査 圃場 と黄 カ メ放

飼 場所 との間 には幅約 2mの 用水路 が あ り,水 が流

れ て い る (図 1)。 黄カ メは用水 路や C区 を飛 び越 え

約 100m先 の A区や E区 で発 見 され てい る こ とか

ら,飛 翔 し,遠 方 か ら飛 来す る場合 もあ る こ とが示

され た。

今 回 の調 査 か ら,無 農薬栽 培 を長期 連 用 した谷

津 田にお け るイネ ク ロカ メム シの本 田へ の飛 び込

み状 況 が明 らか となった。今 回 の調査 は網 羅 的 に

実施 した こ とか ら,イ ネ ク ロカ メム シの初期 防除

もかね る こ とがで きた .今 回の調査 で ,イ ネ ク ロカ

メム シの越 冬成 虫の移 動距離 は大 きい こ とが推 察

され ,翌 年 以 降 の発 生数 を減 少 させ るには地域 全

体 の密 度 を下 げ る こ とが必 要 で あ る と思 われ る .

イネ クロカ メム シの捕 殺 がそ の後 の発 生 消長 に及

ぼす影響 の調 査 につ い ては ,今 後 の検討 課題 と思

われ る。
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